
新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方 

（案） 

令和３（2021）年８月 

川崎市 



目 次 

はじめに                                    

Ⅰ これまでの経緯                              １ 

 １ 被災前の市民ミュージアムについて                    １ 

(1) 川崎市文化芸術振興計画における文化施設としての役割 

 (2) 市民ミュージアムの役割 

 ２ 市民ミュージアムが抱えていた課題                    ２ 

(1) 社会情勢の変化や今後を見据えた博物館、美術館のあり方の再考 

  (2) 雨漏りや設備の経年劣化への対応による安全面の確保及び 

収蔵庫等のあり方の検討 

  (3) 洪水浸水想定区域（多摩川水系）への対応 

３ 令和元年東日本台風による被災への対応                  ３ 

４ 文化芸術振興会議における検討                      ３ 

Ⅱ 本市における新たな博物館、美術館の必要性                 ４ 

 １ 新たな博物館の必要性                          ４ 

 ２ 新たな美術館の必要性                          ４ 

Ⅲ 基本的な考え方                              ５ 

１ 新たな博物館、美術館の施設について                   ５ 

２ 新たな博物館、美術館の役割について                   ５ 

３ 基本構想に向けて                            ６ 

(1) 基本構想の考え方 

 (2) 今後のスケジュール 

参考資料                                ７ 

Ⅰ 川崎市市民ミュージアムのあり方について（答申）【抜粋】       ８ 

Ⅱ 川崎市文化芸術振興会議市民ミュージアムあり方検討部会経過     17 



はじめに 

川崎市市民ミュージアム（以下「市民ミュージアム」という。）は、考古、歴史、民俗、

美術、映像等に関する資料及び作品について収集、展示、調査研究等を行うこと等によ

り、市民の観覧、学習、研究等に資するとともに市民相互の交流を推進し、もって市民の

教育、学術及び文化の発展に寄与することを目的とし、昭和 63（1988）年に開館しまし

た。 

開館以来、「都市と人間」を基本テーマとした博物館、美術館の複合文化施設として、

様々な人が集まり新しい文化を生み出している都市の発展過程やそこで生まれ育った文化

を見つめるための資料、作品を収集、展示、調査研究してきましたが、開館から 30年以上

が経過し、施設の老朽化への早急な対応が不可欠となっていたところ、令和元年東日本台

風により施設、設備や収蔵品が被災し、館内での展示等の活動が不可能となり、長期に渡

る休館を余儀なくされました。 

この状況を受け、令和２（2020）年５月、市民ミュージアムの復旧・復興に向けたあり

方等について、市長から川崎市文化芸術振興会議（以下「文化芸術振興会議」という。）に

諮問し、本年７月に答申を受けました。この答申を踏まえ、本市にとってどのような新た

な博物館、美術館が必要であるかを示すため、「新たな博物館、美術館に関する基本的な考

え方」（以下「本考え方」という。）を定めます。 

本考え方では、被災前の市民ミュージアムが担ってきた役割や抱えていた課題、新たな

博物館、美術館の必要性をそれぞれ「Ⅰ これまでの経緯」、「Ⅱ 本市における新たな博

物館、美術館の必要性」として整理し、「Ⅲ 基本的な考え方」では、新たな博物館、美術

館の施設及び役割について示しています。 
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Ⅰ これまでの経緯 

 １ 被災前の市民ミュージアムについて 

市民ミュージアムは本市の文化芸術振興施策において重要な役割を担うとともに、学校や地

域との連携を通じて教育普及事業を展開するなど、市民に開かれた生涯学習及び知的交流の場

としての役割を果たしてきました。 

(1) 川崎市文化芸術振興計画における文化施設としての役割

本市では、平成13（2001）年に制定された「文化芸術振興基本法」の趣旨に則り、平成17

（2005）年に文化芸術を活かしたまちづくりを進めるため、「川崎市文化芸術振興条例」を制

定し、文化芸術は都市生活の質を高める重要な役割を担うとともに、創造的な市民や企業を

育て、持続的に発展する都市をつくり出す源であると位置づけています。 

この条例に基づき、本市における文化芸術振興施策を総合的かつ計画的に推進するための

仕組み等を定めることを目的に「川崎市文化芸術振興計画」を策定し、現在は「第２期川崎

市文化芸術振興計画（改訂版）」（以下「第２期計画」という。）に基づき、文化芸術の振興に

より個性と魅力が輝き、市民が生き生きと心豊かに暮らせるまちづくりに寄与することを目

的に取組を進めています。 

また、第２期計画では、市民ミュージアムについて「文化芸術の創造拠点」「市民の活動拠

点」「川崎市の魅力発信拠点」としての役割を担っていくものとして位置づけています。 

(2) 市民ミュージアムの役割 

市民ミュージアムは、地域の一員として、多様な収蔵品や蓄積された研究成果、来館者や

ミュージアムに関わる人々と連携を図り、博物館、美術館としての専門性を活かし、広く市

民が文化芸術を享受する場として機能するとともに、市民の文化活動の拠点としての役割を

担ってきました。 

さらに、地域のまつりやイベントなどと連携し地域の活性化を図る拠点施設として情報を

発信することで、文化芸術を活かしたまちづくりへの貢献や市民ミュージアムの活動を積極

的に公開・情報提供しながら、子どもから高齢者、障害者の参加や文化芸術に関連する団体

等との連携を図り、様々な市民が文化芸術に触れ、創造する機会の創出などの役割も担って

きました。 

また、博物館、美術館それぞれでも次のとおり役割を担ってきました。 

ア 博物館としての役割  

川崎という地域に根ざし、川崎の歴史、伝統、文化に関する情報を継続的に収集、調査研

究し、その成果を市民にわかりやすく伝えることで、市民が地域への関心や愛着を持ち、さ

らには市民一人ひとりがよりよい川崎（地域）づくりや川崎（地域）の将来を考える機会の

提供や時間とともに過去になっていく現在の川崎を中心とした情報を記録・分析し、これま

での調査研究の成果とあわせて確実に将来に向けて継承する役割を担ってきました。 

また、京浜工業地帯の中核として発展してきた地域の特性を踏まえ、市の近現代史、産業

関連の歴史と先進的な取組を続ける現在の都市川崎を重点的に調査研究、収集、展示等の活

動に取り組むとともに全国に発信する活動を行ってきました。 
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イ 美術館としての役割  

時代の変遷とともに生まれる新しい表現技法や芸術的視点を複合的にとらえながら、現代

に直接つながる20世紀後半も含めた同時代の美術について、調査研究、収集、展示等の活

動を進め、現代を捉え、表現し、問う、現代美術の可能性を広げるとともに、川崎ゆかりの

芸術作品・作家を紹介する美術館としての活動を行い、その成果を市民と共有する役割を

担ってきました。 

また、主に若年層への芸術活動への支援を通して都市川崎の文化のすそ野を広げるととも

に、作品に触れ、参加するなどの手法も取り入れながら、すべての人々に芸術の楽しさや新

たな可能性を広く伝え、市民ミュージアムと都市川崎の魅力の向上に取り組んできました。

２ 市民ミュージアムが抱えていた課題 

市民ミュージアムは、施設の経年劣化への対応や、社会情勢や文化芸術を取り巻く環境の変

化に伴う博物館、美術館のあり方の再考など、以下のような様々な課題を抱えており、これら

を全庁的に共有した矢先、令和元年東日本台風により被災しました。 

(1) 社会情勢の変化や今後を見据えた博物館、美術館のあり方の再考 

市民ミュージアムが開館した昭和63（1988）年頃の本市は、高度成長期の人口流入に対応

した基盤施設を中心とした都市整備が一応の峠を越え、伝統的な自然風景や生活スタイルに

変化が現れていた時期でした。近年では、人口減少、高齢化、地域コミュニティの希薄化な

どへの対応が全国的に重要となっており、文化芸術が果たすべき役割も変化してきていま

す。 

そうした中、本市では、平成26（2014）年３月に「川崎市市民ミュージアム 新たな取組方

針」を策定するなど、博物館、美術館を取り巻く環境や求められる役割の変化を踏まえ、文

化芸術を活かしたまちづくりを推進するための取組を進めてきました。 

一方で、開館当初は市民ミュージアムの特徴であった、グラフィック、写真、漫画、映

画、映像といった他の美術館では取り扱われなかった分野・作品も、写真、漫画の専門

ミュージアムが開館されたほか、デジタルを活用した新たな表現手法が台頭するなど、その

枠組みや特色が薄れてきている現状があります。 

また、東京や横浜に多種多様な博物館、美術館が立地する中、その間に位置する本市とし

て、これらの状況を踏まえ、どのような博物館、美術館が必要なのか、そのあり方を再考す

る必要がありました。 

 (2) 雨漏りや施設の経年劣化への対応による安全面の確保及び収蔵庫等のあり方の検討

開館から30年以上が経過し、従来から課題であった施設の老朽化が一層進んでおり、部品

落下、設備の経年劣化に加え、ルート不明の雨漏りや壁面タイルの剥がれなどが頻繁に発生

し、利用者の安全や展示作品等の保全の確保が課題となっていました。

この状況を踏まえ、長期の休館を伴う大規模な屋上防水・壁面改修工事をはじめ、中央監

視システム更新、自動火災報知機更新、受変電設備工事、昇降機設備工事等の各種設備の更

新の必要性について検討を進めていました。また、収蔵庫の収蔵率がほぼ100％に近い状況で

あることを踏まえ、収蔵庫のあり方や、映像ホール、スタジオ、ライブラリーなどの稼働率

が低い諸室のあり方についても検討する必要がありました。 
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(3) 洪水浸水想定区域（多摩川水系）への対応 

平成30（2018）年に改定された洪水浸水想定区域（多摩川水系）では、市民ミュージアム

の立地の想定浸水深が以前の３～５ｍから５～10ｍに引き上げられており、地階に設置され

ている収蔵庫とそこで保管されている収蔵品の取扱いについて検討する必要がありました。 

３ 令和元年東日本台風による被災への対応 

令和元（2019）年10月12日に関東地方を通過した令和元年東日本台風（台風第19号）によ

り地階に大量の雨水が流入し、甚大な被害を受けました。 

地階には、機械室、電気室、発電機室等の主要な設備室が設置されていたため、館内の電気

設備等が使用不能となり、また、地階にあった９つの収蔵庫は全て浸水し、収蔵品約26万点の

うち展示品等を除く約22万９千点が被災しました。 

被災後には、国立文化財機構などの全国の博物館、美術館関係者の御協力をいただきなが

ら、被災収蔵品の収蔵庫からの搬出、応急処置や修復などを実施してきました。東日本大震災

等での文化財レスキューに従事された方々が市民ミュージアムに派遣されましたが、博物館分

野から美術館分野まで、収蔵品が数量だけでなく分野も多岐に渡るため、専門家からは史上最

大の収蔵品被害と言われるなど、レスキューは難航しました。 

被災から８か月経った翌年令和２（2020）年６月にすべての被災収蔵品を搬出することがよ

うやく出来ましたが、冷凍保管した古文書等の紙資料の応急処置を現在も実施しています。 

現在、市民ミュージアムは、館外に仮設のキュービクル式高圧受電設備を設置し、必要最小

限の電力を供給して活動しているものの、全館空調、飲用水道水の利用ができず、収蔵品も館

内には保管ができない状況であり、従来通りの機能を復旧するためには約25億８千万円（浸水

対策を含まず）と多額の費用が見込まれます。 

また、現施設は洪水浸水想定区域内に立地していることから、２階まで浸水するおそれがあ

り、収蔵品等を保管する収蔵庫や展示スペース、収蔵庫の温湿度管理に必要な機械室等は３階

に整備する必要がありますが、構造耐力上、収蔵庫、機械室等を３階へ整備することは難し

く、増築による対応も緑地保全や高さ制限の観点から困難な状況です。 

以上の理由により、現施設・現在地でのミュージアム機能の継続は困難な状況です。 

４ 文化芸術振興会議における検討 

市長からの諮問を受け、文化芸術振興会議に設置された「市民ミュージアムあり方検討部

会」では、本市における博物館、美術館の役割や求められる機能等について審議し、博物館、

美術館の両機能をあわせ持つことによって大きなシナジー効果が期待できることや市民ミュー

ジアムのこれまでの成果を尊重するとともに、高度な専門性を持つ総合的なミュージアムとし

ての将来の可能性も高く評価され、分野を融合した「ミュージアム」として検討が進められ、

新たなミュージアムの活動の根幹となる考え方及びその活動を行う施設についての考え方とし

て、「新たなミュージアムの今後のあり方」が答申されました。 

答申として、誰もが心豊かに暮らせる持続可能なまちづくりに向けた文化芸術の活用や、文

化芸術を通じた多様なつながりの創出などが示されたほか、施設の設置に向けては、今回の被

災の事実を記録し、継承する取組を行うとともに、修復過程やその状況を市民に公開・発信す

る必要性や多様性と社会的包摂の推進を意識した本市らしい施策を踏まえ、地域社会への貢献

を念頭に置いた取組の必要性などが考慮すべき項目として示されました。 
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Ⅱ 本市における新たな博物館、美術館の必要性 

平成29（2017）年に改正された文化芸術基本法では、文化芸術そのものの振興に加え、文化芸

術により生み出される様々な価値を、文化芸術の継承、発展及び創造につなげていくことの重要性

を明らかにすることなどの改正が行われ、平成30（2018）年には、「障害者による文化芸術活動の

推進に関する法律」が制定されるなど、文化芸術が生み出す多様な価値を活かした地域社会づくり

が求められています。 

また、現在は、人口減少、高齢化、地域コミュニティの希薄化などへの対応が全国的に重要と

なっており、文化芸術が果たすべき役割も変化してきている一方で、世界規模での新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大により、文化芸術活動の抑制が余儀なくされるなかで、人々の生活や社会に

おける文化芸術の重要性が再認識されています。 

本市の文化芸術振興施策を推進する上で、博物館、美術館は重要な役割を担っており、その必

要性についてこれまで疑義はありませんでしたが、このような社会状況の中で、被災を踏まえ新た

な博物館、美術館を検討するにあたり、その必要性を次のとおりとしました。 

１ 新たな博物館の必要性 

本市には、日本民家園、青少年科学館、東海道かわさき宿交流館、大山街道ふるさと館など

の専門的な文化施設が存在しますが、これらの施設が二ヶ領久地円筒分水や国史跡橘樹官衙遺

跡群などに代表される本市ゆかりの多彩な文化資源を活用し、市域全体の歴史、成り立ちや歩

みを網羅的に紹介、解説するなどの役割を担うことは難しいです。 

令和元年東日本台風による被災の事実をはじめ、多様性に満ちた川崎の歴史と文化を未来に

引き継ぐとともに、知ること、学ぶことが楽しめ、様々な交流が生まれる場を提供する地域の

博物館として、こうした役割を担うことが必要です。 

２ 新たな美術館の必要性 

本市には、岡本太郎美術館、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムなど個人の顕彰的な美術館はあ

るものの、本市ゆかりの芸術家やその作品をはじめ、川崎市域の文化芸術を幅広く紹介する役

割や、市民の文化芸術活動の拠点としての役割をこれらの美術館が担うことは難しいです。 

こうした役割を担うとともに、多様な価値を生み出すアートにより、自分だけのものの見方

や考え方を養い、創作者の作品が発する、作品に込めるメッセージと対話し、自分なりの答え

を見出し、新たな問いを生み出す思考ができる人を形成できるような創造性や文化的感性を育

む学びの機会を提供し、さらに、従来のアートという枠組みに囚われることなく、誰もが優れ

た文化芸術を体験・体感し、楽しむことができ、多様なつながりを創出できる場を提供する

アートの中心的な施設としての美術館が必要です。
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Ⅲ 基本的な考え方 

１ 新たな博物館、美術館の施設について

「Ⅰ ３ 令和元年東日本台風による被災への対応」で述べた現状等を踏まえ、現施設・現在

地でのミュージアム機能の再開は行わず、新たな博物館、美術館の施設は、可能な限り被災リス

クの少ない場所に設置することを検討していきます。 

検討にあたっては、文化芸術振興会議からの答申が博物館、美術館を融合したものとなってい

ることを踏まえ、本市としても融合によるシナジー効果や多様化する市民ニーズへの柔軟な対応

が図れることを期待し、融合化を前提として検討を進めますが、本市が抱える立地面の課題や財

政状況などから、そうした形態での整備が図られなくとも、新たな博物館、美術館が連携して活

動することにより、その相乗効果を生み出していきます。 

２ 新たな博物館、美術館の役割について 

市民ミュージアムが収集してきた資料・作品やこれまで果たしてきた役割と、文化芸術振興

会議からの答申（「新たなミュージアムの今後のあり方（活動）」）、前項で整理した本市におけ

る博物館、美術館の必要性を踏まえ、新たな博物館、美術館が果たす役割及びその方向性を次

のとおりとします。 

新たな博物館、美術館の役割及びその方向性 

● 役割１ 川崎の歴史と文化を未来へつなぐ 

【方向性１】都市川崎の歴史と文化の継承 

時代の変遷とともに大きな変貌を遂げ、現在も進化を続ける都市川崎の歴史と文化を記録

し、現在を起点に過去を余すことなく振り返り、未来へと継承していきます。

【方向性２】令和元年東日本台風による被災の事実の継承 

令和元年東日本台風による被災の事実や収蔵品の修復において得た知見等について、風化

させることなく次代に伝えていきます。

● 役割２ 文化芸術的な視点からの人材育成と学びの機会の提供 

【方向性１】創造力や文化的感性、好奇心の醸成と人材育成 

多様な歴史文化資産、文化芸術資源である資料・作品等を活用するとともに、多彩な文化

芸術に触れられる機会や様々な創作活動や表現活動ができる環境をつくることにより、人々

の創造力や文化的感性を育みます。また、人々が好奇心を刺激され、幅広い興味・関心が持

てるよう、文化芸術を楽しみ、体験できる場を創出し、文化芸術が有する多様性の魅力を広

く伝えていきます。 

加えて、様々な角度から文化芸術を支える人材を育成し、さらには、文化芸術を通じて地

域社会の担い手となる人材を育成します。 

【方向性２】自ら学ぶ機会の創出 

年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、誰もが本市の歴史、多様な文化への理解を

深められるよう、生涯を通じて学びの機会を提供するとともに、様々な物事に対する好奇心
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を刺激することにより、受け身ではなく、積極的、能動的に学びの意欲を引き出します。 

● 役割３ 文化芸術を活用したまちづくり 

【方向性１】文化芸術活動の活性化やすそ野の拡大 

教育機関等との連携などを通じて若い世代が関心を持つ事業を展開するとともに、芸術家

の育成や文化芸術活動の支援を行うことにより、市域の文化芸術活動の活性化を図り、文化

芸術のすそ野を拡大します。 

【方向性２】多様なつながりの創出 

文化芸術を通じ、市民や団体、他の文化施設と連携・協働した活動や地域に開かれた活動

をすることで、多様なつながりを生み出し、より豊かなコミュニティの形成を図ります。 

【方向性３】成熟した地域社会への貢献 

多様な価値を生み出す文化芸術を活用し、地域的、社会的課題に向き合い、多様性や社会

的包摂への理解が進んだ、誰もが生き生きと心豊かに暮らせる成熟した地域社会の実現をめ

ざします。 

３ 基本構想に向けて 

(1) 基本構想の考え方  

今後、本考え方に基づき策定する「（仮称）新たな博物館、美術館に関する基本構想」（以

下「基本構想」という。）では、博物館、美術館それぞれに事業展開の方向性等を検討するこ

ととします。 

文化芸術振興会議からは、答申と併せて、「新たなミュージアムの今後のあり方」を導く過

程における意見や提案をまとめた「答申に至る考え方」も示されました。 

この「答申に至る考え方」は、新たな博物館、美術館の活動の根幹となる「基本的な使

命」、その使命に基づき、どのような博物館、美術館を目指すのかを示した「めざす姿」、さ

らには、これらを実現するために、今後、博物館事業、美術館事業で検討すべき取組を示し

た「めざす姿に向けた取組」で構成されています。 

本市は、答申だけでなく、この「答申に至る考え方」も尊重し、本考え方に基づき策定す

る「基本構想」、その後に策定予定の「（仮称）新たな博物館、美術館に関する基本計画」（以

下「基本計画」という。）において、取り入れて検討していくものとします。 

(2) 今後のスケジュール 

本考え方に基づき、令和４（2022）年度中を目途として「基本構想」を策定し、新たな博

物館、美術館の具体的な事業展開の方向性を決定します。「基本構想」策定後は、開設地を踏

まえた「基本計画」の策定に向けて、事業活動の基本的な考え方をはじめ、必要な機能、事

業展開イメージ、部門構成、施設規模、諸室構成等について検討を進めていきます。 

また、新たな博物館、美術館の施設整備費用の低減や利用者サービスの向上等を図るた

め、開設地の決定後には民間活用の検討も開始することとします。 

なお、「基本構想」の策定など今後の取組については、社会状況や他の計画の動向も踏ま

え、スケジュールの変更が生じる可能性もあります。 



7 

参  考  資  料



8 

Ⅰ 川崎市市民ミュージアムのあり方について（答申）【抜粋】 



9 



10 



11 



12 



13 



14 



15 



16 



17 

Ⅱ 川崎市文化芸術振興会議市民ミュージアムあり方検討部会経過 

日時 会議名 主な内容 

令和２年 

７月28日

第1回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会 

・市民ミュージアムあり方検討部会について 

・市民ミュージアムの活動について 

・令和元年東日本台風による被害の概要につい

て 

・市民ミュージアム収蔵品レスキューの状況に

ついて 

・市民ミュージアムが抱える課題について 

・博物館、美術館に関する各種調査について

９月29日
第２回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会

・市民ミュージアムの役割 

・全国の博物館及び美術館の動向とその考察 

・これまでの市民ミュージアムの活動及び課題 

・現施設について 

・現施設を活用する場合の整備手法について 

・市民アンケートについて 

11月16日
第３回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会

・市民アンケートの結果について 

・博物館及び美術館の検討ポイント 

・現施設について 

令和３年 

３月26日

第４回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会

・川崎市市民ミュージアムのあり方等に関する

答申骨子（案）について 

・新たな博物館、美術館の使命について 

４月28日
第５回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会

・川崎市市民ミュージアムのあり方等に関する

答申骨子（案）について 

・新たな博物館、美術館の使命について 

・めざす姿、独自の姿勢に向けた方向性につい

て 

５月25日
第６回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会

・新たな博物館、美術館の使命について 

・めざす姿、独自の姿勢に向けた方向性につい

て 

・施設の考え方について 

６月30日
第７回川崎市文化芸術振興会議 

市民ミュージアムあり方検討部会

・答申（案）について 


